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平成26年10月 4年間で実現した主な事業

　４年間のマニフェスト（公約）評価を「林
伊佐雄・三芳町長マニフェスト進捗状況外
部評価委員会」に依頼し実施しました。外
部評価委員会の構成員は、いずれもNPO
法人地域政策イノベーションフォーラム
（RPI フォーラム）に所属しています。
　今回の評価は外部評価者３名が、それぞ
れの専門分野の知見をいかし、三芳町から
提供されたマニフェスト評価用資料をもと
に実施しました。また、外部評価は、合議
制を採用し、評価基準に関する意識合わせ
を行うなど、各評価者の主観的判断を尊重
しつつも客観性を担保するように努めまし

た。なお、評価者は、いずれも林伊佐雄本
人とは利害関係がないことを条件に選ばれ
ています。その意味で評価における独立性
が確保されています。
　なお、10月28日（火）午後7時コピスみ
よしにて開催の「町政報告会」で、外部評価
委員会による評価結果報告が行われます。

（情報保障：手話通訳）

88.2％外部評価委員会の
マニフェスト検証

「おおむね順調に実施」との評価内容

林いさお後援会
電話 070-1414-0130 〒354-0045 三芳町上富1003

魅力あふれ
喜びいっぱい
幸せになれる町に

ピカいち‼のまちづくり



　グローバル化が進む国際社会の中で、国際感覚を持った
人材を育成し、アジアの仲間との友好と国際理解を深める
ために、３年間マレーシアに中学生を派遣。今年はマレー
シアから訪問団が来日し、交流を深めました。

　児童・生徒の教育環境を整備し、確かな学力をつけても
らうため平成26年度、全中学校にエアコンを設置。小学
校は平成27年度、全校に設置します。

　第２保育所の耐震補強工事が完了。第３保育所は、待機
児童をゼロにすべく改築工事を開始しました。また、子育
て支援策として新たな民間保育所を誘致しました。

　大きな公園、少年・少女の活動の場としての運動場の要
望があります。「三芳町自然の森・総合スポーツ公園」の整
備の第１弾として「自然の森・レクリエーション公園」を開
設しました。

　就任当時、白紙の状態でした中央公民館、学校給食セン
ターの建て替えも、まちづくり懇談会、意見交換型世論調
査など広く意見を聞きながら着工することができました。
（完成は27年２月予定。）

　病気や事故によって、障がいはいつでも誰にでも生じ得
るもの。障がいを知り、共に生きていく社会の実現のため
に鳥取県と連携して「あいサポート運動」を開始しました。
（鳥取県の平井知事と）

4年間で実現した主な事業
マレーシア中学生海外派遣

全中学校にエアコン設置

公立保育所の施設充実

レクリエーション公園開設

公民館・学校給食センター

あいサポート運動開始
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　高齢社会を迎え、お年寄りがいつまでも元気でいられる
町を作ることが重要な課題です。スイス・ベルン市をモデ
ルに「高齢者にやさしいまちづくり懇談会」を設置し、高齢
者福祉政策を推進しています。

　鶴瀬駅から国道254号線までの鶴瀬駅西通り線の早期開
通を望む声が多くあります。昨年、待望の富士塚土地区画
整理事業がスタートし、業務代行方式により民間企業のノ
ウハウを活用し、２年後には完成します。

　東日本大震災後、地域防災への意識が高まり、各行政区
では自主防災組織の設置や地域避難訓練が行われてきまし
た。今年初めて全町的な地域連携避難訓練を実施し、約
1,000人が参加しました。

　にほんの里100選に選ばれた三富新田。現在、世界農業
遺産登録に申請しています。三富新田の循環型農法や歴史、
文化、さらには「みよし野菜」をPRするために「世界一の
いも掘りまつり」を開催しました。

　平成22年度の住民意識調査で、三芳町に住み続けたく
ない一番の理由は「交通が不便」でした。３年間調査研究し、
デマンド交通（愛称：のぞみカー）がスタート。

　心豊かな文化の薫るまちづくりを目指して、芸術文化懇
談会を設置。ロビーコンサートなど町民が芸術文化に親し
める事業を展開しています。

高齢者にやさしいまちづくり

富士塚土地区画整理事業

地域連携避難訓練を開始

世界一のいも掘りまつり

のぞみカー試行運転開始

芸術文化のまちづくり
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➡ https://www.facebook.com/isao.hayashi.792
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